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1 東南アジア研究センター管理委員会

委員委嘱について

昭和401I--･1(1月26目付け,i,もって,次の∴教指が東南

アジア研究センター管理委昌に任命された〔

結校 研 究 所 艮 長 石 忠 二

伸)汀 ドJY朝 究所長 速 水 飴 一 郎

2 東南アジア研究センター管理委員会名簿

し旧イ三日-40II:11封JtIi1日現在)

委 員 長 農 学 部 長 小 林 草

副委員長 人文科学研究所長 森 鹿 三

委 員 文 学 部 長 井 上 智 勇

〝 教 育 学 部 長 重 松 俊 明

所

委

昭和40圧9)126日

昭和4叫 ･'･度東南アジア粧/JLLセンタ-研究計画変~更

Il仁びに甘加手管苦について

4 東南アジア研究センター運営委員会名簿

(昭 和Jl日付12月.llH現 rtこ)

I1-日イ
学
授

斗

数

人
研良 付 忍

員 又 ':i-I:部教 授 泉 井 久 之 助

･ 又 J:用 教 授 織 旧 式 俳椅孝義禁)
･ 教育′､;I,:lLW教授 相 良 椎 - (警務部乱 IE)

･′ 法 J-芋 部 教 授 猪 木 _-1T.追
(

人文 ･社会
科':i-I:部副主
任

" 経手首､1･':.LJ1-に教托 鋸 江 保 蔵(総務部 HT:)

･ 理 I､用 教 授 Jt･,:･¶ 譲 輔 I_A_,;Y'll:_科I､;I:L{F,-I:)

" 医 J羊 部 教 授 美 濃 ｢7 玄

" 医 学 部 教 揺 西 lt)- 貞

" 薬 学 部 教 授 ′木 冒, 正 夫

･′ 工 学 部 教 緩 瀧 1こ 清

･ 侶 用 教 托 凹 手 廿 綱 英(措 甘 ;,I:･JI･1:)

〝 農 学 部 教 托 川 口 枠 三郎

W 教 養 部 教 授 柴 lll 実

〝 教 養 部 教 授 吉 井 良 三

･ 聖空言ご妄護究 本 間 武

_' _._ _ - ~._ ■∴ _ ･･ .-∴ ∴ ∴ ~ 一

･′ 刑r.′芋 部 長 f)'2 藤 長 辺 5 東南アジア研究センター運営委員会

" r'ji ,､〕ご: 部 艮 出 田 肇 開催 日および議題

W 薬 学 部 艮 上 尾 圧 次 郎 昭和4畔 9月21円 (第7ILlD

w j二 学 部 艮 扱 吊 一･邦 1 養成計両にもとづく奨励金支給の作

W 教 養 部 艮 山 下 孝 介 lFl追加 1(りJよ り文拾

" 結 核 研究 所長 艮 右 忠 三 2 昭利4揮 度留学il:.募集の作
N 防災科学研究所長 速 水相 一 郎 :i ビルマ ･タイ計両変更の件

･′ 誓 言ご講 究 岩 村 忍 二用 省ノ',l}[:,ゝ細 片情 調 i･ 吉相 ′二 郎∃

幹 車 庶 務_.部 長 内 藤 和 美 冊 タイ｢利張

W 経 理 部 長 酉 間 木 久 郎 4 日綱 目LIOIF度射 唇アジア研究セン タ-研究計画変
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更並びに追加予算吉の管理委員会附議の作

昭利40年9月28日 (第 8回)

1 出版について

2 バンコク連絡事務所のありかたについて

昭利40年11月9日 (第9回)

1 次の学外者の研究参加が承認された

京都府立大学助教授 服部共生

2 東南アジア留学生選考試験について

昭和40年11月16日 (第10回)

第 2次5ケ年計画について自由討議

昭和40年11月30日

年 月 日

昭和40年 9月11日

昭和40年 9月15日

昭和40年9月15日

昭和40年9月3()冒

昭和40年10月14日

田寺口40年10月28日

昭和40年11月11日

昭和40年11月18日

間｢和4n年11月25日

昭利40年8月24日

昭利40年 8月24日

昭和40年9月9日

昭和40年 9月11日

1 東南アジア研究センター第2次 5ケ年計画につ

いて

2 所長の東南アジア上月張に伴う所長事務代理につ

いて

期間 1月9日～29日

6 東南アジア研究センター学外研究者追加

京都府立大学農学部服部共生助教授の学外研究者と

しての参加が次の条件のもとに認められた｡

研究内容 :東南アジア水田土壌の鉱物学的研究

参加期間 :自昭和40年10月1日至昭和41年 3月31日

7 東南アジア研究センター研究例会記事

講 演 者

Dr･KasemUdayanin
(チュラロンコーン大学)

藤 原 利 一 郎

日 比

船 越

夫

生

丈

昭

野

m 川 光 二

猫 木 jt 遺

構 永 敬 次

福 島 徳 寿 郎

西 田 龍 粧

矢

桂

川

守

栄

野

松

沢 田

南

敬

暢

郎

郎

孝

昇

男

勲

岸 幸 一
(アジア経済研究所)

吉 井 艮

酒 井 敏 明

過

｢GovernmentofTHAILANDJ

｢マラヤ華僑調査｣

｢タイ同のシダ植物｣

｢ラオス ･カンボジア ･ベ トナムをめぐる政治情勢｣

｢タイの税制｣

｢タイ園地方行政の特質- 郡長の研究を中心に｣

｢タイ同北部の言語調査｣

｢タイ同南部社会の近代化- SocialCommumication の

美辞 J

｢タイ同チュラロンコーン大学に留学して｣

｢東南アジアにおける水田土壌調査の問題点｣

｢タイ国における肺結核外科｣

｢タイ出血熱病原体に関する研究｣

｢タイ国における農業水利計画の現状と2, 3の問題点｣

｢チャオプラヤ河の塩分分布と-水文特性｣

｢インドネシアの最近の政情について｣

｢インドネシア調査および生物班の計画｣

｢インドネシアの商品作物と農民｣

8 国 外 か ら の 訪 問 者

Dr.HermanB.Wells Chancellor

lndianaUniversity
PresidentJamesPerkins President

CornellUniversity
Dr.JohnScottEverton ExecutiveDirector

OverseasEducationalService

Dr.Kasem Udvanin Dean,°ept.ofPoliticAdministration

ChulalongkornUniversity
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柔 報

昭和40年9月21日

昭利40年9月21日

昭和40年9月22日

旧制40年9月24日

昭利40年10月5日

昭利40年10月16日

昭利40年10月20日

昭利40年11月8日

昭利40年11月9日

昭利40年11月15日

昭利4O年11)J2LJl]

Ht'jfl｣4O往11)J29日

氏 名

Prof.CarlH.Landt

Mrs.NoblezaC.
AsuncionLand色

Prof･JamesS.Earley

Mr.ChalesLantz

Prof.KurtL.Lolldoll

Dr.GlenBowersox

UngkLIA.Aziz

Mr･HaydllWillams

AssistantProfessor

PoliticalScience,YaleUniversity

HallofGraduateStudies

YaleUniversity

ProfessorofEconomics

UniversityofWisconsin

EastWestCenter

UniversityofHawaii

Director

InstituteforSin°-SovietStudies

TheGeorgeWashingtonUniversity

OfficerinChargeofPrograms
TheAsiaFoundation

Dealt,DepartmentofEconomics
UniversityofMalaya

President
TheAsiaFoulldatioll

Dr･HaroldJ･Coolidge ExecutiveDirector
NationalAcademyofSciences
NationalResearchCouncil

PacificScienceBoard

Prof･RichardN.MckinnonProfessorofJapaneseLiterature

WashingtonUniversity

Prof･LylllleL.Merritt Vice-President
lndianaUniversity
CollegeofArtsalldSciences

Dr.Glell上うowersox

Mr.FrankE.ljines

OfficerinChargeofPrograms
TheAsiaFoundatioll

AssistalltRepresentative
TheAsiaFoundatioll

VietNam Office

9 関 係 者 往 来 川綱 目4O年 8月2O日から昭利4O年12月31日)

出 発 帰 国

火 葬 (京大 ･ウイルス研 ･教授) 40.8.2 40.8.24

川 口 桂 三 郎 (京大 ･農 ･教授)

沢 山 敏 男 (京大 ･農 ･教授)

南 勲 (京人 ･農 ･教授)

今 立 源 太 良 (東京医科歯科大 ･助手)

小 林 葦 (京大 ･農 ･教授)

寺 松 孝 (京大 ･結研 ･助教授)

河 津 一 俵 (京大 ･農 ･助手)

中 林 達 治 (京大 ･農 ･助手)

口 羽 益 生 (亀谷大 ･助教授)

梅 山 輝 世 (関学人 ･大学院 ･文学研究科)

8.2 8.24

8.14 8.278.14 8.27

7.29 8.27

8.3 8.29

8.3 8.31

8.2 8.31

8.4 9.2

7.2 9.5

7.5 9.5

-2ULJ - i

行 先

タイ

フィリピン,タイ,マ レーシアタイタイ

イン ドネシア

フィ リピン,イラン,タイ,インドタイ

タイ,マ レ-シア

タイ,マ レーシアマ レーシアマ レーシア



氏 名
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出 発 帰 国 行 先

tifl井 良 三 (京大 ･教養 ･教授)

娼 木 iL 道 (京人 ･法 ･教投)

谷 口 敬 一 郎 (京人 ･工 ･助教技)

鈴 鹿 恒 茂 (京人 ･工 ･助教授)

入 江 憧 爾 (京大 ･工 ･講師)

港 種 雄 (京大 ･工 ･講師)

藤 本 勝 次 (関西人 .教侵)

前 山 清 茂 (天粗大 ･講師)

酒 井 敏 明 (京大 ･大学院 ･文学研究科)

坪 内 良 博 (京人･文 ･研修冒)

赤 井 薫 基 (京人 ･農 ･教授)

栗 本 - i)-i(点火 ･教育 ･助手)

渡 部 思 枇 (京郁府人 ･助教投)

森 U 兼 二 (京ノく･教育 ･助教授)

北 川 閏 史 し余艮学人 ･講師)

山 川 基 二 (Ji(人 ･J.ni･助教技)

岩 槻 邦 リl(京人･理 ･助 手)

7.15

8.29

8,15

8.15

8.15

5

5

JU

5

1

1

1

8

7

7

7

6.15

1O.2

ll.22

7.1

ll.1

ll.7

ll.9

ll.9

福 岡 誠 行 (京人 ･大学L鑓 ･)･lJ!J'1-I:研究科) 11.7

矢 野 暢 (京人 ･法 ･研修員) 11･15

本 岡 武 (京大 ･束南ア研 ･教接) 10･1

水 野 浩 一 (京大 ･東南ア研 ･研修員) 11.1

飯 島 茂 (京人 ･東南ア研･助 手 ) 11･1

川 LJ粧 二 郎 (京人 ･農 .教授) 12.2

久 鳥 - 剛 (J工ノく･農 ･助手〕

藤 吉 慈 侮 (京人 ･人文研 ･助手)

9.7 インドネシア

9.10 タイ, ラオス,カンボジア,
ベ トナム

9.13 マ レーシア

9.13 マ レーシア,タイ

9.13 マ レーシア

9.13 マ レーシア, タイ

9.15 マ レ-シア

9.15 マ レ-シア

9.2O インドネシア

1O.1O マ レーシrJ'

ll.6 タイ,マ レーシrj', シンガポ-
ル,カンボジア,申聾民国

1二三.21 インドネシア,タイ,マ レーシア

1二三.27 タイ,ラオス

タイ,マ レーシア, シンガポー
ル,インドネシア, カンボジア

タイ

タイ

タイ

タイ

タイ,カンボジア, マ レーシア

タイ,マ レーシア

タイ

タイ, ビルマ

セイロン, カンポジ丁,マ レー
シア, タイ,フ ィリピン, 香港

12.2 t,イロン,カンボジア, マ レ-
シア, タイ,フ ィリピン,香港

1二三.3 タイ,ラオス,マ レーシア,台湾

10 バ ン コ ク 連 絡 事 務 所 記 事

京都大学東南アジア研究センター本岡武教授は同センター ･バ ンコク連絡事務所にて,所長車扱をとるた

め,10月 1日タイ国に向けて出発したO同教授の連絡 ･耳務所駐在は昭和41年3月31日までと予定されている.

バンコク連絡事務所名ならびに所在也 :

BangkokLiaisonOffice

TheCenterforSoutheastAsianStudiesofKyotoUniversity

26/2SolSomprasong1PetchaburiRoad,

BangkokThailand
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